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『活用上海語』におけるローマ字表記の音声研究
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A Phonetic Study of Roma-ji Notation in  
Katsuyo Shanghaigo
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內容提要：上海自 1843 年開埠以來成為中外通商之重要港口，在滬經商的外國人若不

懂上海話則舉步艱難。當時來滬的日本人不在少數，出現了一批供日本人學習上海話的

課本。大川與朔的『活用上海語』初版于 1924 年，內容包括日常詞彙、用語及簡單的

商業用語，可謂實用。書中用日語羅馬字為上海話注音。本文以 1900 年 Davis D.H. 與

Silsby John Alfred 共著的 Shanghai Vernacular Chinese-English Dictionary 所記上海話語

音及將其音系轉寫為國際音標的錢乃榮《西方傳教士上海方言著作研究》（2014）中

〝1900 年上海方言同音字表〟和十九世紀二十年代語音分佈為參考，分析比較『活用上

海語』中的羅馬字注音情況及當時的上海話語音狀況。
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1．『活用上海語』について
大川輿朔が編纂した『活用上海語』は大正十三年（1924）に上海至誠堂により初版
された日本人のため上海語を学習する入門書であり、昭和十三年（1938）まで四版が
発行された。筆者の調査の限り、四版の原本は東洋文庫に所蔵し、複写版は波多野太
郎の『中国語学資料叢刊（第三卷第四篇尺牘・方言研究篇）全四卷』（1986）に収録
され、本論文はそれを利用した。全書は「通俗用語」、「通俗用語問答」、「商業用語」
の三篇に分かれ、内容は日常会話と商業用語、単語と簡句から構成され、ローマ字表
記と日本語訳が付いている。各篇にはそれぞれの章と節がある。第一篇の通俗用語に
は十一章から成る。第一章～第八章は品詞（名詞、数詞、代名詞、副詞、接続詞、形
容詞、動詞、疑問詞）により編纂された単語を収録し、第九章は簡句、第十章は田舎
ニ用フル方言簡句、第十一章は文例である。第二篇の「通俗用語問答」は日常会話で、
「問答」と「通俗用語問答解釋」の二章が含まれ、各句に番号が付いている。第三篇
の「商業用語」には、「語彙」、「商業用語簡句及語例」、「商業用語問答」、「商業用語
問答解釋」の四章が含まれる。
全書は縦書きで、問蓉生による序に述べたように〝於每句下注以歐文之音、日文之
解釋，分門別類。〟ここでいう〝歐文〟は日本語のローマ字に基づくローマ字表記で
ある。当時の日本で実用されたローマ字ヘボン式（Traditional Hepburn）は米国人
ジェームス・カーティス・ヘボンの「和英語林集成」第三版（1886年）で定義され
た表記法である。ヘボン式はラテン・アルファベット 26文字のうち、L・Q・V・X
の 4字を除いた 22文字を使用する。仮名表記は：あ a、い i、う u、え e、お o、か 
ka、き ki、く ku、け ke、こ ko、きゃ kya、きゅ kyu、きょ kyo、が ga、ぎ gi、ぐ gu、
げ ge、ご go、ぎゃ gya、ぎゅ gyu、ぎょ gyo、さ sa、し shi、す su、せ se、そ so、しゃ 
sha、しゅ shu、しょ sho、ざ za、じ ji、ず zu、ぜ ze、ぞ zo、じゃ ja、じゅ ju、じょ 
jo、た ta、ち chi、つ tsu、て te、と to、ちゃ cha、ちゅ chu、ちょ cho、だ da、で de、
ど do、な na、に ni、ぬ nu、ね ne、の no、にゃ nya、にゅ nyu、にょ nyo、は ha、ひ
hi、ふ fu、へ he、ほ ho、ひゃ hya、ひゅ hyu、ひょ hyo、ば ba、び bi、ぶ bu、べ be、
ぼ bo、びゃ bya、びゅ byu、びょ byo、ぱ pa、ぴ pi、ぷ pu、ぺ pe、ぽ po、ぴゃ pya、ぴゅ 
pyu、ぴょ pyo、ま ma、み mi、む mu、め me、も mo、みゃ mya、みゅ myu、みょ 
myo、や ya、ゆ yu、よ yo、ら ra、り ri、る ru、れ re、ろ ro、りゃ rya、りゅ ryu、りょ 
ryo、わ wa。『活用上海語』に使用するローマ字は「ヘボン式」と一致する。独自の
表記として、上海語の hu、siを fu、shiで対応する場合がある。なお、上海語の発音
は日本語より数が多いため、『活用上海語』に使用される音節のローマ字表記はヘボ
ン式より豊富である。例えば、bang、bong、bung、chang、cho、chiu、ching、chyang、
die、dong、fa、fe、fi、fuo、fung、gang、gwe、hu、hung、huo、ing、iyu、je、jen、
jeng、jiu、jing、jyu、jyang、kang、kwa、kwang、kwe、kwo、kwong、ming、myo、
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nie、ning、nong、nung、nya、nyang、nyo、nyong、nyu、ong、pang、ping、pong、
puo、pyo、rang、rei、ring、rong、ryang、sang、sei、seng、song、suo、shing、shong、
ti、ting、tsua、tsue、tsuang、tsueng、tsung、tsuo、tsuong、tswong、vang、vong、
wang、we、wi、wu、wo、wong、wn、yang、ying、yong、ywu、zang、zeng、zing、
zong、zung、zuoなどはヘボン式に使用されないもので、『活用上海語』の編纂者が
音声の対応性を高めるための新創と考えられる。
第二篇全篇と第三篇の第三、四章は問答と問答解釋の為、ローマ字の表記が付いて
いない。ローマ字表記のある章には、上海語・ローマ字表記・日本語訳がセットとし
て載せられ、単語、簡句の章は 1ページに上下二セットが載せられ、文例は長いため、
1ページにワンセットしか載せない。
上海語を表記する場合、仮名注音の代わりに、ローマ字使用のメリットは、補助符
号が付けられる。更に、母音と子音がきちんと分けられ、ローマ字の子音がより上海
語に近似し、母音も仮名より自由な組み合わせができる。ローマ字表記は上海語の音
声をより繊細な処理ができて、仮名注音より優位だと考えられる。
『活用上海語』は日本人が上海語を自習するもので、ローマ字表記と日本語の解釈
が付いているため、読者にとって非常に便利である。序は『活用上海語』の編纂目的、
内容、特徴を以下のように述べている：

　　夫兩國通商，端賴語言。欲通語言，非有良好之讀本不爲功。上海至誠堂有鑒

於此，爲便利日人學習中國話起見，乃有《活用上海語》之輯。其中關於日用之語

言無不齊備。且於每句下注以歐文之音、日文之解釋，分門別類，使讀者可一目瞭

然，無師自通，實爲空前之巨著，其便利於人爲何如。雖中國語言各處不同，然上

海爲各國通商大埠、商賈薈萃之區，則較之別處方言爲重。可想而知，有志之士，

盍手一編，方知余言不謬也。

2．『活用上海語』のローマ字表記
『活用上海語』に収録される漢字は 1480個、ローマ字表記の音節は 225個ある。声
調は付いていない。本論文は比較する為に、1900年 Davis D.H.と Silsby John Alfred
により編纂された上海語の字典 Shanghai Vernacular Chinese-English Dictionary、又、
それに基づいて錢乃榮（2014）が整理した IPA方式の表記 1）を参考した。『活用上海語』
の発音について「凡例」は以下のように述べている：

　發音附號ハ「―」及「 ⌒」ニシテ各ローマ字ノ頭ニ之ヲ附シ「―」ノ附號

1） Shanghai Vernacular Chinese-English Dictionaryに収録された上海語の漢字は 7779個であり、上
海語の発音はローマ字表記で、声母と韻母は全て国際音声表記と対応でき、当時に最もレベル
高い上海語の字典と錢乃榮が評される。錢乃榮（2014）には、この字典におけるローマ字表記
を国際音声表記に転換し、〝1900年上海方言同音字表〟（pp.43-65）を作成した。
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ハ音ヲ引ク場合、「 ⌒」ノ附號ハ極メテ短ク促ル場合ヲ示ス。（中略）又「窓」即
チ「Tsu

︵
ong」 2）ノ場合ハ「ツヲン」ニ非ズシテ「ヲ」ノ音ハ極メテ短ク促音トナ

リ「ツン」ト云フ間ノ間一髪ニ極メテ短ク「ヲ」ノ音ヲ響カセ「ツヲン」ト発ス
ルヤウ「 ⌒」ノ印ヲ附シタル次第ナリ。（中略）又語尾「g」ノアルハ支那語ノ音
例ニ依ツタモノニシテ発音セズ所謂サイレントナリ。例ヘバ「風」即チ「Fong」
ノ場合「フヲング」ニ非ズ「フヲン」ナリトス。

『活用上海語』のローマ字表記は欧文の頭に補助符号が付く。「―」は長音を示し、
「 ⌒」は緊密に発音する母音（単韻母か複合韻母）を表す。
『活用上海語』に長音符号を付けたローマ字表記は a:ɦɑ 鞋也、chi:[tɕi] 鷄・[tsien] 剪、

de:[de] 台、du:[dɤ] 頭、fu:[høn] 漢、ge:[ŋæn] 眼、ho:[huo] 化、hu:[hɤ] 鱟、ji:[dʑien] 鉗、
ju:[dʑy] 颶、ke:[ken] 橄・[k‘e] 開、ko:[kɔ] 高、mo:[mo] 馬 蔴・[mɔ] 毛、na:[nɑ] 奶 㑚、
ne:[ȵien] 鯰、no:[nɔ] 腦、o:[ɦɔ] 夏、re:[læn] 爛、re:[læn] 籃、ro:[lɔ] 老、ryu:[lø] 屌、
se:[sæn] 山、su:[sɿ] 四・[søn] 痠・[zɤ] 壽、u:[u] 烏・[ɦu] 胡、w:[ɦu] 壺など 33字となる。
上海語に長音・短音の区別はないが、実際の会話で、発音が長く引かれる場合がある。
ネイティブとしてはこのような微妙な差に気をつけず、逆に大川輿朔は日本人とし
て、ネイティブが見落とし易い上海語の音声特徴を把握して、参照の価値を有する。
緊密に発音する母音を表す補助符号「 ⌒」を付けた表記は chi

︵
u:[tɕy] 貴、fu

︵
o:[ɦuo]

華、iy
︵
u:[ɦy] 雨、ji

︵
u:[dziɤ] 就、jy

︵
u:[ɦøn] 眩、ku

︵
o:[kuo] 瓜、kw

︵
a:[k‘uɑ] 快、kw

︵
ang:[k‘uʌŋ]

睏、kw
︵
o:[kok] 國、kw

︵
ong:[kuɔ]̃光、n-m

︵
a:[m-mɑ] （姆 媽）・[ɦm-meʔ] （無 沒）、ni

︵
e:[ȵiæn]

廿、o
︵
ng:[voŋ] 奉、pu

︵
o:[po] 巴把、s

︵
e:[zeʔ] 十、su

︵
o:[so] 晒、tsu

︵
a:[ts‘eʔ] 撤拆出・[tseʔ] 隻

浙 汁 折・[ts‘ʌʔ] 拆 尺 赤・[tsæʔ] 紥・[tsɑk] 着、tsu
︵
ang:[tsã] 張 帳 漲 賬・[ts‘ã] 廠・[ts‘ʌŋ]

襯、tsu
︵
e:[ts‘e] 菜・[tse] 災者再崽・[ts‘en] 川喘・[tsen] 轉・[ts‘æn] 鏟・[tsɪʔ] 節接脊癤・

[ts‘ø] 翠、tsu
︵
eng:[ts‘ʌŋ] 椿春趁秤・[tsʌŋ] 枕震鎮政・[dzʌŋ] 乘、tsu

︵
ng:[tsʌŋ] 正疹珍肫針

眞尊曾碪・[tsoŋ] 忠、tsu
︵
o:[tsɔʔ] 作・[ts‘ɔ] 草鈔糙炒操・[tsɔ] 朝早棗灶照・[ts‘o] 車釵

差・[tso] 蔗・[ts‘ok] 齪畜・[tsok] 燭粥竹・[tsɔʔ]桌足捉、tsu
︵
ong:[ts‘ɔ]̃ 昌瘡唱娼窓窗蒼

菖・[tsɔ]̃ 裝粧莊章・[ts‘oŋ] 葱囱・[tsoŋ] 中鐘種總・[ts‘ø] 毳、tsu
︵
wong:[ts‘ɔ]̃ 昌、zu

︵
o:[dzo]

乍茶、tsu
︵
a:[ts‘ɑ] 差など 117字となる。補助符号「 ⌒」は一部の母音に付ける、付け

てない例もたくさんある。例えば、[tsʌŋ] 正は tsu
︵
ngと tsung二つの表記がある。

上海語は方言として、当用漢字がない用字が数多く存在し、『活用上海語』にもこ
のような当て字が現れている（「用例、ローマ字表記、日本語訳」の順）。

惠斯開 we-su-ke（ウェイスキー）、犭或（猢）猻 wa-seng（さる）、地轉 di-tsu
︵
e（今

度）、地槍 di-chang（此頃）、伊拉 i-ra（彼）、搿拉 ga-ra（彼等）、地頭 di-du（此處）、

2） 原書にはローマ字 3つ（uon）の頭に「 ⌒」の符号が付いたが、入力の制限により、ローマ字
2個の頭に付けることにしている。
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伊頭 i-du（彼方）、伊面 i-mi（彼方）、地個 di-ko（此の）、阿里 a-ri（どの）、那能樣子

na-nung-yang-tsu（怎那物）、格能樣子 ka-nung-yang-tsu（この様な物）、交關 cho-kwe

（大そう）、慢慢教 / 交 me-me-cho（悠り）、列拉 re-ra（居ります）、替儂一道去 ta-
nong-i-do-chi（あなたと一緒に行きます）、撒惰 sa-du（しんどい）、推板 te-pe（相違）、
常莊 zang-tsu

︵
ong（常に）、火速 3）o-so（早速）、嚕裏嚕囌 ru-ri-ru-su（多辯な）、慢慢呼

呼 4）ma-ma-fu-fu（どうでもよい）、唿喇唿喇 wa-ra-wa-ra（やかましい）、卑 5）酒 bi-chu

（ビール）、晏 6）一日 e-i-ni（一日延）。
誤字は本字の発音が分かるこそ把握できる。用例（「例、ローマ字表記、本字」の順）
は、鴉片烟 a-pi-i（阿）、大解不通 du-ka-fu-tong（勿）、拉圾 ra-shi（垃）、机子 ka-tsu

（架）、門檻進 mong-ke-ching（精）、芥裏鷄 ka-ri-chi（咖喱）、不果 pa-ku（過）、槽坊

司務 zo-fong-si-u（糟）、東洋豆辨醬 tong-yang-du-be-chang（瓣）、棟粱 tong-ryang（樑）、
郎頭 rong-du（鎯）、象皮 jyang-bi（橡）、杉木 se-zu（樹）、下躺 o-tong（趟）、舍地方

sa-di-fong（啥）、美 me（蠻）、揚梅瘡 yang-me- tsu
︵
ong（楊）、痴癩 chi-ti（癲）、了頭

o-du（下）、湯一湯 tong-i-tong（燙）、法條 fa-dyo（發）、撤屁 tsu
︵
a-pi（拆）などとなる。

『活用上海語』における字音を Davis D.H. & Silsby John Alfred（1900）と比較すると、
収録されてないのは摪 chyang（交ぜる）、油 炸 燴 yu-za-kwe（麵粉の油揚げ）、舢

舨 se-pe（さんばん）、鶬鳥 tsu
︵
ong-tyo（うづら）、稍微 so-we（稍稍）、女兒 nu-wn（女

兒）の 6例である。〝稍微、女兒〟は漢字が収録されているが、発音が収録されてない。
錢乃榮（2007：296）は〝稍为 sɔ-ɦue〟、錢乃榮（2007：171）は〝囡儿 nø-ɦŋ〟と表記
した。間違って表記したのは胡 桃 bu-do（ɦu）、股 份 ku-bung（vʌŋ）、薔 薇 zang-mi

（ziã-vi）、包袱 po-o（vok）、三角個 so-ko-ko（sæn）、佛手 wa-su（veʔ）、是我 zeng-gu

（zɿ）、鷲鳥 zu-tyo（dzien 7））の 8例である。
『活用上海語』には、一漢字に複数で表記する用例は約 100個あり、4種類に分け
られる。Shanghai Vernacular Chinese-English Dictionary（1900）に、当時の上海語音声
を詳しく記録して、一漢字に複数の発音がある場合は、‘the classical pronunciation 
being first given and then the colloquial (following the letter c) when that differs from the 

3） 許寶華、陶寰（1997：168）、錢乃榮（2007：293）は、〝豪𢜶〟とする。
4） 現代上海語は〝馬馬虎虎〟と書く。
5） Shanghai Vernacular Chinese-English Dictionary（1900）に〝啤〟という字はない。同時代の上海
語教材、例え『贏滬雙舌』（1914）にも〝卑酒〟と書く為、〝啤〟は当時まだ使用されていない
可能性がある。

6） Shanghai Vernacular Chinese-English Dictionary（1900）に〝晏〟の発音は〝ien°, c. an°〟、英語の
解釈は〝Evening, peaceful, clearsky.〟。〝晚〟の発音は〝°van,°’wan, c.°man, an°〟、英語の解釈は
〝Late, evening, behind.〟。〝晏〟と〝晚〟は共通の発音〝an°〟と共通の解釈〝evening〟を持ち、〝晏〟
と〝晚〟は同じ意味である。

7） 錢乃榮（2014）〝1900年上海方言同音字表〟に、斜めの「n」は〝咸山摄字〟を示す。
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classical.’ （iv頁）と述べた。つまり、classical pronunciationは「文読音」を指し、
colloquial (following the letter c)は「白読音」をさす。例えば、日 8）1 本 se-pong、日 2 頭

ni-du / 大 1 衣 da-i、大 2 馬路 du-mo-ru / 女兒 1 nu-wn、兒 2 子 ni-tsu / 木魚 1 mo-i、魚 2 片

湯 wn-pi-tong / 甲 1 魚 cha-wn、指甲 2 chi-ka / 一萬 1、2 i-we(me) / 不二 1 價 pa-r-cha、二 2 
ni / 貴 1 州 kwe-tsu、貴 2 來西 chi

︵
u-re-shiなどとなる。同じ意味で、異なる発音を持つ

のは炸 1 蝦球 tsu
︵
o-huo-ju、油炸 2 燴 yu-za-kweなどとなる。異なる品詞に関するのは

碰着 1 bang-za、着 2 tsu
︵
a / 上 1 海 zong-he、樓上 2 ru-rong / 曾 1 孫 tsu

︵
ng-seng、勿曾 2 fu-

zung / 今朝 1 ching-tsu
︵
o、朝 2 後 zo-uなどとなる。古い発音・新しい発音に関するのは

電 1  die 9）、電 2 車 di-tsu
︵
oなどとなる。

3．二十世紀初期の上海語音系
趙元任（1928：82）は二十世紀初期の上海語を以下のように述べている：

�　　有新舊派，新派分類近似蘇州，舊派近似浦東，（兩派人以〝蘇州音〟，〝浦東音〟
互相指斥），但許多人攙雜兩種。舊派來＝雷≠蘭，新派雷≠來＝蘭。舊派‘on’（暖，

南）有的字讀 é 有的讀 ö，新派一律作 ö。舊派‘h（u），f’常混（忽＝拂），‘w，v’

常混（王＝房），新派不大混。舊派分兩種 oq（各，谷），新派不分。⋯⋯（按本

書中所謂舊派恐怕已經是混合派，眞正的舊派，大概還能辨全濁上去，‘b，d’兩

母用眞濁音，等等）。
錢乃榮（2014：66）は 1853年から 1992年まで各時期に代表的な上海語著作の音系

計 15個を表に整理した。その中で、1900年の音系は Davis D.H.と Silsby John Alfred
の Shanghai Vernacular Chinese-English Dictionaryに参照し、1920年代の音系は 1923
年 R.A. Parkerの “Lesson In the Shanghai Dialect ”に、1928年趙元任の《現代吳語的研

究》が記録した新派音、旧派音にそれぞれ参照した。 以下、錢乃榮（2014：66）〝各

时期音系发展对照表〟にある 1900年と 1920年代の上海語音系である。　　　

8） 漢字の右下にある数字 1は文読音で、2は白読音である。
9） 韻母 [ien]は 1883年フランスの宣教師（作者不詳）が上海の徐家匯土山灣で出版した Exercices 

de Langue Chinoise Dialecte de Song-Kiang（《松江方言練習課本》）の音系に、[ie]であった。

声母：
 代表字
年 巴 批 婆 門 夫 附 房 得 土 同 乃 拉 做 精 出 秋 蘇 小

1900年 p p‘ b m f ʋ 勿、v t t‘ d n l ts ts‘ s

1923年 p p‘ b m f ʋ 勿、v t t‘ d n l ts ts‘ s

1928年旧 p p‘ b m f β ɦ，v t t‘ d n l ts s ts‘

1928年新 p p‘ b m f v t t‘ d n l ts ts‘ s
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代表字
年 茶 坐 如 齊 記 巧 泥 語 休 古 空 共 我 海 鹹 胡 移 雨 哀 衣 烏 迂

1900年 dz z tɕ tɕ‘ ȵ ɕ k k‘ ɡ ŋ h ɦ   j   w 0

1923年 dz z tɕ tɕ‘ ȵ ɕ k k‘ ɡ ŋ h ɦ  j  w  y 0

1928年旧 z tɕ tɕ‘ ȵ ɕ k k‘ ɡ ŋ h ɦ, β ɦ(i u y) 0

1928年新 z tɕ tɕ‘ ȵ ɕ k k‘ ɡ ŋ h ɦ  ɦ(i u y) 0

韻母：
代表字

年 嘸 魚 而 子 主 理 路 雨 拜 邪 乖 壞 馬 瓜 下 好 橋 溝 求 靴 来 雷

1900年 m ŋ r ɿ ɥ i uː y ɑ iɑ wɑ o wo ɔː iɔː əː iəː iuː eː

1923年 m ŋ r/l ɿ ɥ i u y ɑ iɑ wɑ o wo ɔː iɔː ɤː iɤː eː

1928年旧 m ŋ əl ɿ ɥ i u y ɑ iɑ uɑ uɑ, ɑ o ɔ iɔ ɤ iɤ iu e

1928年新 m ŋ əl ɿ ɥ i,ij u y ɑ iɑ uɑ uɑ, ɑ o ɔ iɔ ɤ iɤ iu ᴇ e

代表字
年 且 規 灰 雖 看 半 款 歡 權 全 變 難 念 廿 慣 還 張 莊 两 旺 横

1900年 iẽ, iɑ weː ø ø̃ ẽ wẽ iø̃ iẽ æ̃ iæ̃,iẽ iæ̃ wæ̃ ã ɔ̃ iã iɔ̃ wʌŋ

1923年 iɑ weː ø ø̃ ẽ uẽ iø̃ iẽ æ̃ iẽ uæ̃ ã ɔ̃ iã iɔ̃ wã

1928年旧 iɑ,iᴇ ue  e ø e ue,e yø ɪ ᴇ iᴇ uᴇ,ᴇ ã ɒ̃ iã uã

1928年新 iɑ,i ue  e ø ue,uø yø ɪ ᴇ iᴇ uᴇ ã ɒ̃ iã uã

代表字
年 廣 荒 根 登 今 心 人 定 滚 魂 訓 算 共 兄 客 掐 磕 刻 渴

1900年 wɔ̃ ʌŋ iʌŋ iŋ iʌŋ ɪŋ wʌŋ yn ø̃ ʊŋ iʊŋ ɑk æʔ eʔ ʌʔ øʔ

1923年 uɔ̃ ʌŋ iʌŋ ɪŋ iʌŋ ɪŋ wʌŋ yn ø̃ ʊŋ iʊŋ ɑk æʔ e ʌʔ øʔ

1928年旧 uɒ̃ ɒ̃ əŋ iəŋ iŋ iəŋ iŋ uəŋ əŋ iʊŋ ø ʊŋ iʊŋ Aʔ əʔ

1928年新 uɒ̃ əŋ iəŋ iŋ iəŋ iŋ uəŋ ʏŋ ø ʊŋ iʊŋ Aʔ əʔ

代表字
年 脚 甲 逆 月 挖 划 活 哭 壳 局 浴 擴 筆 熱

1900年 iɑʔ iæʔ iʌʔ iøʔ wɑʔ wɑk weʔ ok ɔʔ iok wɔʔ ɪʔ iɪʔ

1923年 iɑk iʌʔ iøʔ wæʔ wɑk weʔ ok ɔʔ iok uɔʔ ɪʔ iɪʔ

1928年旧 iaʔ iʌʔ ʏøʔ uɑʔ uəʔ oʔ ɔʔ ʏøʔ ʏoʔ uɔʔ ɪʔ ieʔ

1928年新 iaʔ iʌʔ ʏøʔ uɑʔ uəʔ oʔ ʏøʔ ʏoʔ uɔʔ ɪʔ ieʔ
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以上の音系変化によると、韻母の変化は声母より多く、基本的に 1928年の旧派音
から変化が起こっている。

4．声母の対応
『活用上海語』における上海語声母のローマ字対応状況は以下で分析する。

1）無声音の有気音と無気音は区別なし。
ローマ字表記 pは無気音 [pɑ] （拜） / [pe] （貝） / [pu] （波） / [po] （巴） / [pɔ] （包） / [pi] 

（比） / [piɔ] （錶） / [pen] （搬） / [pæn] （板） / [pien] （扁） / [pã] （浜） / [pɔ]̃ （膀） / [pʌŋ] （本） / 
[pɪŋ] （冰） / [pak] （百） / [pæʔ] （八） / [peʔ] （不） / [pok] （北） / [pɪʔ] （筆） と有気音 [p‘e] 
（配） / [p‘u] （浦） / [p‘o] （怕） / [p‘ɔ] （泡） / [p‘i] （屁） / [p‘iɔ] （票） / [p‘æn] （攀） / [p‘ien] （騙） / 
[p‘ɔ]̃ （胖） / [p‘ʌŋ] （噴） / [p‘ɪŋ] （拼） / [p‘ak] （拍） / [p‘ɪʔ] （匹） などに対応する。
ローマ字表記 kは無気音 [kɑ] （家） / [ke] （蓋） / [kɔ] （高） / [ku] （哥） / [kɤ] （夠） / [kuɑ] 

（乖） / [kue] （規） / [ken] （橄） / [kæn] （間） / [kuæn] （關） / [kuen] （管） / [kã] （羹） / [kɔ]̃ （江） / 
[koŋ] （工） / [kʌŋ] （根） / [køn] （肝） / [kɑk] （隔） / [kæʔ] （夾） / [keʔ] （鴿） / [køʔ] （割） / [kɔʔ] 
（角） / [kok] （國） / [kʌʔ] （個） / [kuæʔ] （括） / [kueʔ] （骨） と有気音 [k‘ɑ] （咖） / [k‘e] （開） / 
[k‘ɔ] （靠） / [k‘u] （苦） / [k‘ɤ] （口） / [k‘uɑ] （快） / [k‘ue] （塊） / [k‘æn] （鉛） / [k‘uæn] （筷） / 
[k‘ã] （坑） / [k‘oŋ] （空） / [k‘øn] （看） / [k‘ɑk] （客） / [k‘æʔ] （甲） / [k‘ʌʔ] （刻） / [k‘eʔ] （咳） / 
[k‘ɔʔ] （殼） / [k‘ok] （哭） / [k‘ueʔ] （濶）  などに対応する。
ローマ字表記 tは無気音 [tɑ] （帶） / [te] （對） / [tɔ] （刀） / [tu] （多） / [tɤ] （斗） / [ti] （底） / 

[tiɔ] （釣） / [tæn] （單） / [tøn] （短） / [tien] （店） / [tɪŋ] （釘） / [toŋ] （冬） / [tɔ]̃ （當） / [tã] （打） / 
[tʌŋ] （等） / [teʔ] （搭） / [tʌʔ] （德） / [tɪʔ] （跌） と有気音 [t‘ɑ] （太） / [t‘e] （推） / [t‘ɔ] （套） / 
[t‘u] （土） / [t‘i] （體） / [t‘iɔ] （跳） / [t‘æn] （灘） / [t‘ien] （天） / [t‘ɪŋ] （聽） / [t‘oŋ] （痛） / [t‘ɔ]̃ 
（燙） / [t‘æʔ] （塔） / [t‘eʔ] （脫） / [t‘ɔʔ] （托） / [t‘ɪʔ] （鉄） などに対応する。
ローマ字表記 tsは無気音 [tse] （災） / [tsɔ] （早） / [tso] （蔗） / [tsu] （做） / [tsɤ] （走） / [tsɿ] 

（芝） / [tsɥ] （豬） / [tsø] （錐） / [tsen] （轉） / [tsã] （張） / [tsɔ]̃ （粧） / [tsoŋ] （中） / [tsʌŋ] （枕） / 
[tsæʔ] （紥） / [tsɑk] （着） / [tseʔ] （浙） / [tsok] （竹） / [tsɔʔ] （足） / [tsɪʔ] （接） と有気音 [ts‘ɑ]  
（差） / [ts‘e] （菜） / [ts‘ɔ]  （草） / [ts‘o] （車） / [ts‘u] （醋） / [ts‘ɤ] （臭） / [ts‘ɿ] （吹） / [ts‘ɥ] （鼠） / 

[ts‘ø] （翠） / [ts‘en] （喘） / [ts‘æn] （鏟） / [ts‘ã] （廠） / [ts‘ɔ]̃ （窗） / [ts‘ʌŋ] （春） [ts‘oŋ] （葱） / 
[ts‘ʌʔ] （尺） / [ts‘eʔ] （出） / [ts‘ok] （齪） などに対応する。
ローマ字表記 chは〝見 系 字〟 [tɕi] （基） / [tɕiɑ] （駕） / [tɕiɔ] （叫） / [tɕiɤ] （九） / [tɕy] 

（鬼） / [tɕyn] （軍） / [tɕøn] （絹） / [tɕien] （肩） / [tɕiã] （疆） / [tɕiʌŋ] （今） / [tɕiæʔ] （甲） / [tɕiɑk] 
（腳） / [tɕiok] （菊） / [tɕiøʔ] （橘） / [tɕɪʔ] （急） と [tɕ‘i] （去） / [tɕ‘iɔ] （巧） / [tɕ‘iʌŋ] （輕） / 
[tɕ‘ɪʔ] （吃） / [tɕ‘iok] （曲） / [tɕ‘iøʔ] （缺）、〝精組字〟[tsi] （姉） / [tsiɑ] （借） / [tsiɔ] （蕉） / 
[tsiɤ] （酒） / [tsøn] （鑚） / [tsien] （煎） / [tsɪŋ] （精） / [tsiã] （將） / [tsɪʔ] （鲫） と [tɕ‘i] （且） / 
[ts‘i] （妻） / [ts‘y] （蛆） / [ts‘iɤ] （秋） / [ts‘ien] （千） / [ts‘iã] （槍） / [ts‘ɪŋ] （清） / [ts‘iɑk] （雀） / 
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[ts‘ɪʔ] （七）、章組字 [tsɿ] （指） などの三種に対応する。章組字が混雑するのは上海語
zh/ch/shと z/c/sが区別しないことと関連性がある。錢乃榮（2014：66）の〝各时期音

系发展对照表〟により、〝精、秋〟のような〝精清兩母〟tsi、ts‘iの例字は 1962年以
降 tɕi、tɕ‘iに変化した 10）。『活用上海語』は 1924年に出版された為、〝精清兩母〟は
tɕi、tɕ‘iになったとは言えない。
2）fと hが混雑する。①ヘボン式の「ふ」を fuと表記するに関連性があると考える。
例えば fu[hu] （火）・[høn] （漢）・ [hueʔ] （忽）、fu[høn] （漢）、fu

︵
o[ɦuo] （華）、fung[huʌŋ] 

（昏） などとなる。② fを hで表記する。例えば、ho[fok] （蝠）、hong[foŋ] （蜂） などと
なる。これらの現象は趙元任（1928：82）が述べた〝舊派 ‘h(u)，f ’ 常混〟という現
象と一致する。③ hを fにする例は fa[huæʔ] （豁）、fe[hue] （灰）・[huen] （歡）、fong 
[huɔ]̃ （荒） などとなる。④ fと hがそれぞれ対応する例もある。例えば、fa[fæʔ] （法）、
fe[fæn] （翻）、fi[fi] （肺）、fo[fok] （福）、fong[foŋ] （風）・[fɔ]̃ （方）、fu[fu] （夫）、fung[fʌŋ] 
（粉） と ha[hʌʔ] （黑）・[hæʔ] （瞎）・[hɑ] （蟹）、he[he] （海）・[hen] （喊）、ho[huo] （花）・
[hɔ] （好）・[hɔʔ] （霍）・[hu] （呼）、ho[huo] （化）、 hong[hoŋ] （烘）、hu[hɤ] （鱟）、huo[høn] 
（蝦） などとなる。
3）ローマ字 j、s、sh、zは上海語 [dz]、[z]、[dʑ] の表記に用いる。

[dz] [z] [dz]/[z] [dʑ]

j
jeng[dzʌŋ] 乘、

ji[dzi] 臍、
jing[dzɪŋ] 巡、

ji[zien] 前、ji[zɪʔ] 拾、
jyang[ziã] 象

je[dze/ze] 裁儕、
ji[dzɪʔ/zɪʔ] 蓆、

jing[dzɪŋ/zɪŋ] 靜、

jeng[dʑyn] 羣、
jeng[dʑiʌŋ] 擒、
jing[dʑiʌŋ] 琴、

jyang[dʑiã] 強、ji[dʑi]
旗・[dʑɪʔ] 及、jyo[dʑiɔ]
橋・[dʑiok] 局、ju[dʑiɤ]

球、jyu[dʑiɤ] 舅、

s seng[dzʌŋ] 城、
su[dzø] 隨

se[zien] 旋・[zeʔ] 日、
so[zo] 昨、su[zɿ] 是、

su[zɤ] 壽
- sa[dʑɤ] 虬

sh - shi[zien] 前 shi[dzi/zi] 齊 -

z

za[dzeʔ] 姪・
[dzʌʔ] 直・[dzɑk]
着、ze[dze] 財、

zuo[dzo] 茶、
zang[dzã] 長、

zong[dzoŋ] 重、

za[zɑ] 柴・[zeʔ] 舌・
[zʌʔ] 食・[zæʔ] 炸、

ze[zen] 然、zo[zɔ] 紹・
[zo] 蛇・[zok] 熟、zu[zɿ]

寺・[zu] 坐・[zɥ] 樹、
zeng[zʌŋ] 唇、zong[zɔ]̃

上、zung[zʌŋ] 晨

za[dzɑk/zɑk] 宅、
ze[dze/ze] 裁、

zung[dzʌŋ/zʌŋ] 曾
zing[dʑiʌŋ] 芹

10） 錢乃榮（2014：66）の〝各时期音系发展对照表〟における 1962年の音系は許寶華、湯珍珠《上
海方音的內部差異》（1962）を参考した。
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声母 [dz]・[z]は主に〝精組字〟に属し、〝[dzi] 臍、[dzɪŋ] 巡、[zien] 前、[ziã] 象、[zien]
旋、[zo] 昨、[zɿ] 寺、[dzø] 隨、[zu] 坐〟などとなる。〝[dze/ze] 儕、[dzʌŋ] 乘、[zɪʔ] 拾、
[dzʌŋ] 城、[zeʔ] 日、[zɿ] 是、[dzeʔ] 姪、[dzʌʔ] 直、[dzɑk] 着、[dzo] 茶、[dzã] 長、[dzoŋ]
重、[zɑ] 柴、[zeʔ] 舌、[zʌʔ] 食、[zæʔ] 炸、[zen] 然、[zɔ] 紹、[zo] 蛇、[zok] 熟、[zɥ] 樹、
[zʌŋ] 唇、[zʌŋ] 晨〟は〝知章組字〟に属する。声母 [dʑ] は〝見系字〟に属し、〝[dʑyn]
羣、[dʑiʌŋ] 擒、[dʑiʌŋ] 琴、[dʑiã] 強、[dʑi] 旗、[dʑɪʔ] 及、[dʑiɔ] 橋、[dʑiok] 局、[dʑiɤ]
球、[dʑiɤ] 舅〟となる。Shanghai Vernacular Chinese-English Dictionary（1900）に [dz]・
[z]は dzか zか、又 dzと z両方と書いて、[dʑ]は jと表記している。
4）ローマ字 rは上海語の lを対応する。例えば、ra[lɑ] （拉）・[læʔ] （辣）、rang[lã] 
（冷）・[lʌŋ] （輪）、re[læn] （爛）、re[læn] （籃）、re[le] （來）・[læn] （籃）、rei[le] （雷）・

[læn] （蘭）、ri[li] （裡）・[lɪʔ] （栗）・[lien] （蓮）・[ly] （旅）、ring[lɪŋ] （林）、ro[lɔ] （老）、
ro[lɔ] （癆）・[lu] （羅）・[lɔʔ] （落）・[lok] （六）、rong[lɔ]̃ （狼）・[lʌŋ] （論）・[loŋ] （龍）、
ru[lu] （路）・[lɤ] （樓）、ryang[liã] （亮）、ryo[liɔ] （料）、ryu[liɤ] （留）、ryu[lø] （屌） など
となる。
5）有気破裂音 b、d、gが同じようにきちんと表記する場合が多い。

bは [bɑk] （白） / [bæʔ] 拔 / [bɑ] （敗） / [beʔ] （鈸） / [bã] （朋） / [bɔ]̃ （蚌） / [bæn] （辦） / [be] 
（陪） / [bɪʔ] （別） / [ben] （盤） / [bi] （皮） / [bɪʔ] （別） / [bien] （便） / [bɪŋ] （病） / [bɔ] （跑） / [bo] 
（杷） / [bok] （薄） / [boŋ] （蓬） / [bɔ]̃ （棒） / [bu] （婆） / [bʌŋ] （盆） などを対応する。

dは [dɑ] （大） / [dʌʔ] （特） / [dæʔ] （踏） / [de] （台） / [dæn] （蛋） / [dɪʔ] （蝶） / [di] （弟） / 
[dien] （甜） / [dɪʔ] （地） / [dɔ] （桃） / [dok] （讀） / [dɪŋ] （停） / [dɔ]̃ （糖） / [doŋ] （童） / [dʌŋ] 
（藤） / [du] （肚） / [døn] （斷） / [dɤ] （頭） / [diɔ] （調） などを対応する。

gは軟口蓋音 gと ŋに対応する。例えば、[ŋɑ] （牙） / [ŋɑk] （額） / [ŋã] （硬） / [ŋe] （呆） / 
[ŋæn] （眼） / [ŋu] （我） / [ŋɤ] （藕）と [gɑ] （茄） / [geʔ] （搿） / [guæn] （環） などを対応する。
ただし、無声音 p、t、kと有声音 b、d、gが混雑する場合も若干ある。例えば、

bang[pɔ]̃ （榜）、bi[p‘ɪʔ] （劈）、bu[peʔ] （勿）、de[tæn] （丹）、du[tu] （朶）、ga[kɑ] 机と pa 
[bɑ] （排）、pi[bi] （皮）、po[bok] （駁） など、これらは間違った表記となる。
6）ゼロ声母、m、n、s、shの対応が一致する。
ゼロ声母は a[ɑ] （矮） / ang[ã] （櫻） / i[i] （醫） / o[ɔ] （鴉） / ong[oŋ] （翁） / u[u] （烏） など
となる。
ローマ字 mは [mɑ] （媽） / [mɑk] （麥） / [mʌʔ] （墨） / [meʔ] （末） / [mæʔ] （襪） / [me] （美） / 

[mæn] （慢） / [men] （饅） / [mi] （米） / [mien] （麵） / [mɪʔ] （蜜） / [mɪŋ] （明） / [mo] （馬） / [mɔ] 
（毛） / [mɤ] （牡） / [mok] （木） / [meʔ] （物） / [mɔ]̃ （忙） / [mʌŋ] （問） / [miɔ] （廟） などを対
応する。
ローマ字 nは na、ne、nu、noの場合は歯茎音 nと対応する。例えば [nɑ] （㑚） / [nen] 

（拿） / [næn] （難） / [nɔ] （腦） / [nu] （糯） / [nøn] （囝） / [nʌŋ] （能） / [noŋ] （儂） などとなる。
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ローマ字の ni、nya、nyu、nyoは硬口蓋前音 ȵと対応する。例えば ȵ [ȵiæn] （念） / [ȵien] 
（鯰） / [ȵi] （二） / [ȵy] （女） / [ȵiɤ] （牛） / [ȵiɔ] （饒） / [ȵien] （年） / ȵiæn （廿） / [ȵiøn] （軟） / 
[ȵiã] （娘） / [ȵiʌŋ] （人） / [ȵioŋ] （絨） / ȵɪʔ （熱） / ȵiæʔ （搦） / ȵiok （肉） / ȵiøʔ （月） などとな
る。
ローマ字 sは [sɑ] （啥） / [se] （碎） / [so] （沙） / [sɔ] （燒） / [su] （蘇） / [sɤ] （手） / [sɿ] （水） / 

[sɥ] （書） / [sø] （歳） / [søn] （蒜） / [sen] （扇） / [sæn] （傘） / [sã] （生） / [sɔ]̃ （雙） / [soŋ] （松） / 
[sʌŋ] （孫） / [seʔ] （說） / [sæʔ] （殺） / [sok] （叔） / [sɪʔ] （息） 11）などと対応する。[s]以外に
対応する用例は sa[dʑɤ] （虬） / seng[dzʌŋ] （城） / song[dzoŋ] （重） / su[dzø] （隨） / se [zien] 
（旋） / se[zeʔ] （日） / so[zo] （昨） / su[zɿ] （是自） / su[zɤ] （壽） となり、その中に [zien] （旋） 
は〝精組字〟に属する。
ローマ字 shは〝精組字〟の [siɑ] （瀉） / [siã] （想） / [si] （細） / [sien] （先） / [sɪŋ] （心） / 

[siɔ] （笑） / [sɪʔ] （雪） / [siʌʔ] （惜） / [ts‘ɪŋ] （蜻） / [ɕiã] （香） / [ɕien] （顯） / [ɕɪʔ] （歇） / [zi / 
dzi] （齊） / [zien] （前） と〝見系字〟の [ɕi] （喜） / [ɕiʌŋ] （興） / [ɕiɔ] （曉） / [tɕ‘ien] （欠） / 
[ɕioŋ] （兄） / [ɕy] （許） / [ɕiøʔ] （血） と〝知章組字〟の [sʌŋ] （嬸） に対応する。発音的に
shが [ɕ]に一番近似すると考えられる。
7）ローマ字 w、yは声門音 ɦとゼロ声母に対応する。
ローマ字 wは①声門音 ɦに対応する場合は、[ɦu] （壺） / [ɦɤ] （厚） / [ɦuɑ] （壞） / [ɦue] 

（微） / [ɦuen] （碗） / [ɦuæn] （灣） / [ɦøn] （寒） / [ɦuã] （橫） / [ɦuɔ]̃ （王） / wn[ɦŋ] （魚） / [ɦuæʔ] 
（滑） / [ɦueʔ] （活） / [ɦok] （鑊） などとなる。②ゼロ声母に対応する場合は、[ue] （回） / 
uæn （還） などとなり、殆ど u介音を伴う音節である。
ローマ字 yは①声門音 ɦに対応する場合は、[ɦiɑ] （爺） / [ɦiɔ] （鷂） / [ɦiɤ] （有） / [ɦy] 

（芋） / [ɦyøn] （圓） / [ɦiã] （陽） / [ɦyn] （雲） / [ɦiʌŋ] （營） / [ɦioŋ] （用） / [ɦiɑk] （藥） / [ɦiʌʔ] 
（易） / [ɦiok] （浴） などとなる。②ゼロ声母に対応する場合は、[iɑ] （呀） / [iɔ] （要） / [iøn] 
（鸳） / [iɑk] （約） などとな、殆ど i介音を伴う音節である。
『活用上海語』に収録された声門音 ɦのローマ字表記はゼロ声母の場合もある。用
例は a[ɦɑ] （鞋）・[ɦæʔ] （狹）、a[ɦɑ] （鞋）、ang[ɦã] （杏）、e[ɦe] （頦）・[ɦæn] （鹹）・[ɦen] 
（含）、i[ɦien] （現）・[ɦi] （夷）・[ɦɪʔ] （葉）・[ɦy] （魚）、ing[ɦiʌŋ] （引）・[ɦyn] （熨）、iy

︵
u

（雨）、o[ɦɔ] （號）・[ɦuo] （話）・[ɦɔʔ] （學）、ong[ɦɔ]̃ （杭）・[ɦoŋ] （虹）・[ɦuʌŋ] （溫）、
r[ɦr] （二）、u[ɦu] （胡）、u[ɦɤ] （後）・[ɦu] （霧） などとなる。
8）ローマ字 vは vang・vong[vʌŋ] （文） のみに対応する。『活用上海語』に収録された
声母 vのローマ字表記は 16例があり、他の 15例はゼロ声母 o[vok] （袱） / ong[voŋ] （奉

縫鳳） / o
︵
ng[voŋ] （奉） / u[vu] （婦務腐） がある。別のローマ字用例は bung[vʌŋ] （份） / 

fu[vɤ] （罘） / mi[vi] （薇） / wa[vɑ] （否）・[veʔ] （佛） / wi[vi] （微） / wong[vɔ]̃ （房） / wu[vu] 

11） [sɪʔ] （息） は〝精組字〟に属する。
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（芙） となる。bung[vʌŋ] （份） は〝股份〟で、これは日本語の新語 12）のため、日本語の
発音をそのまま導入した可能性もある。w・fと vの発音部位が近い為、vの代わり
に w・fで表記している。

5．韻母の対応
『活用上海語』における上海語韻母のローマ字対応状況は以下で分析する。

1）入声韻尾は表記しない。『活用上海語』に収録された入声字は 247個存在するが、
ローマ字で表記されていない。当時に上海語の入声韻尾は [ʔ]と [k] 2つがあり、主要
母音と組み合わせると、[æʔ]・[ʌʔ]・[ɑk]・[eʔ]・[ɔʔ]・[ok]・[ɪʔ]・[øʔ]の 8つとなる。
『活用上海語』に母音と入声韻音節の対応状況は以下である。

[æʔ]・[ʌʔ]は半広母音、[ɑk]は広母音で、発音は近いので、『活用上海語』に基本
的にローマ字 aで表記する。例えば、a[æʔ] （阿鴨押鴉） / ba[bæʔ] （拔） / da[dæʔ] （踏） / 
fa[fæʔ] （法髮發） / ha[hæʔ] （瞎） /；a[ʌʔ] （呃） / da[dʌʔ] （特） / ha[hʌʔ] （黑）；ba[bɑk] （白） / 
ka[kɑk] （隔格） / ka[k‘ɑk] （客） などとなる。

[eʔ]の母音 [e]はより発音が短く、聴感的に [a]か [e]かどちらかにも似ているため、
ローマ字 eと aの両方で表記する。aの場合は ba[beʔ] （鈸） / ga[geʔ] （搿） / ka[keʔ] （鴿） / 
ka[k‘eʔ] （咳） / pa[peʔ] （不 撥） / ta[t‘eʔ] （脫）。eの場合は ke[k‘eʔ] （磕） / pe[peʔ] （不） / 
s
︵
e[zeʔ] （十） / se[seʔ] （說） / se[zeʔ] （十日） などとなる。また、ローマ字 oで表記する例
は ko[kueʔ] （骨） と mo[meʔ] （物） の 2つがあり、ko[kueʔ] （骨） の介音 uは表記してい
ない。そして、ローマ字 uで表記する例は bu[peʔ] （勿不） の 1つとなる。

[ɔʔ]・[ok]は半狭母音で、基本的にローマ字 oで表記する。例えば、o[ɔʔ] （齷） / ko 
[kɔʔ] （角各擱） / ko[k‘ɔʔ] （殼）；bo[bok] （蔔薄） / dok[dok] （獨讀） / fo[fok] （福腹） / mo 
[mok] （牧木沐目） / po[pok] （北膊） / jyo[dʑiok] （局） / yo[ɦiok] （育浴） などとなる。u、
wa、woで表記する例 tu[t‘ɔʔ] （托） / wa[ɦok] （或） / kwa[kok] （國） / wo[ɦok] （鑊） / kw

︵
o 

[kok] （國） もある。声母 chと組み合わせる場合は、介音 iが記入されない、ローマ字
表記は choである。例えば、cho[tɕ‘iok] （曲） / [tɕiok] （菊） である。

[ɪʔ]・[iʌʔ]はローマ字 iで表記する。例えば、chi[tɕɪʔ] （結急） / chi[ts‘ɪʔ] （七漆） / chi 
[tsɪʔ] （鲫） / di[dɪʔ] （地） / i[ɪʔ] （一壹噎） / mi[mɪʔ] （蜜） / ni[ȵɪʔ] （熱日） などと shi[siʌʔ] 
（惜） である。

[øʔ]・[iøʔ]の例は ka[køʔ] （割） の 1つと cho[tɕiøʔ] （橘） / cho[tɕ‘iøʔ] （缺） / nyo[ȵiøʔ] 
（月） / shu[ɕiøʔ] （血） の 4つである。oと [øʔ]はともに半狭円唇母音であり、対応は良
い。錢乃榮（2014）により、二十世紀 20年代に、[øʔ]は [eʔ]に変化したため、kaで
[køʔ]に対応することは、以上の aで [eʔ]を対応することと一致する。

12） 『広辞苑（第二版）』（1969：827）：「こぶん【股份】、中国で、株式のこと。股分。」と解釈する。
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2）陽声韻とローマ字表記の対応は 5種類ある。
①〝咸山摄字〟は母音で表記する。用例は be[bæn] （辦）・[ben] （盤）、de[dæn] （蛋）、

di[dien] （田）、du[døn] （斷） などとなる。
錢乃榮（2014：83）により、“在 1923 年以后出版的西方传教士的著作和赵元任

1928 年《现代吴语的研究》中所记的上海话，咸山摄字已经全无鼻音”。これらの字は
二十世紀 20年代から、非鼻音化即ち [æn]は [ᴇ]に、[en]は [e]に、[ien]は [ɪ]に、[øn]
は [ø]になる。『活用上海語』は 1924年に初版されたので、〝咸山攝〟字を母音とし
て表記しても、音声の対応が正しいと考えられる。ただ [ø]は日本語にない発音の為、
uで表記している。
②ローマ字 ngは [ŋ]に対応する。用例は bing[bɪŋ] （病）、ding[dɪŋ] （蜓）、ming[mɪŋ] 

（命）、bong[boŋ] （蓬）、dong[doŋ] （銅）、nong[noŋ] （儂）、ing[iʌŋ] （陰）、ning[ȵiʌŋ] （認）、
pang[p‘ʌŋ] 噴、bung[bʌŋ] （盆）、nung[nʌŋ] （能）、mong[mʌŋ] 門、jeng[dzʌŋ] （乘）、kwang 
[k‘uʌŋ] （梱） などとなる。ngは日本語のない音節であり、[ŋ]に対応するために設け
たことが分かる。
③ローマ字 ngは鼻化音 [ã]、[ɔ]̃に対応する。[ã]に対応する用例は bang[bã] （朋）、

gang[ŋã] （硬）、kang[k‘ã] （坑）、pang[pã] （浜）、rang[lã] （冷） などとなる。[ɔ]̃に対応す
る用例は bong[bɔ]̃ （棒）、dong[dɔ]̃ （糖）、fong[f ɔ]̃ （放）、mong[mɔ]̃ （望）、ong[ɦɔ]̃ 杭、
rong[lɔ]̃ （浪）、kwong[kuɔ]̃ （廣） などとなる。大川氏は上海語の鼻化母音韻母にあまり
意識していないようである。
④ローマ字 ngは [n]に対応する。用例は ching[tɕyn] 軍、ing[ɦyn] 熨、jeng[dʑyn] 羣、

ying[ɦyn] 雲の 4つとなる。
⑤ローマ字 nは [ŋ]に対応する。用例は jen[zʌŋ] 辰の 1つとなる。

3）陰声韻とローマ字表記の対応は以下である。
①ローマ字 aは [ɑ]に対応する。用例は [ɑ] 矮、[bɑ] 牌、[dɑ] 大、[gɑ] 茄、[pɑ] 拜

などとなる。
②ローマ字 eは [e]に対応する。用例は [ŋe] 呆、[he] 海、[k‘e] 開、[me] 每、[pe] 背

などとなる。
　ローマ字 eiは [e]に対応する。用例は [le] 雷の 1つとなる。
③ローマ字 iは [i]に対応する。用例は [i] 衣、[bi] 脾、[di] 蹄、[fi] 肺、[mi] 味、[li]

禮などとなる。
　ローマ字 yoは [iɔ]に対応する。用例は [diɔ] 條、[dʑiɔ] 橋、[miɔ] 廟、[piɔ] 錶、[p‘iɔ]

票などとなる。
　ローマ字 yuは [ø]、[iɤ]に対応する。[ø]の用例は [lø] 屌 （卵） の 1つとなる。[iɤ]
の用例は [dʑiɤ] 舊、[ȵiɤ] 鈕、[liɤ] 流などとなる。[ø]、[ɤ]は半狭母音で、日本語にな
い発音であり、一番近いのは狭母音 yu[jɯ]であると考える。
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④ローマ字 uは [u]、[ɤ]に対応する。[u]の用例は [ŋu] 我、[bu] 葡、[du] 肚、[fu] 傅

などとなる。[ɤ]の用例は [ŋɤ] 藕、[kɤ] 溝、[lɤ] 樓などとなる。
　ローマ字 uoは [uo]、[o]に対応する。[uo]の用例は [kuo] 瓜、[ɦuo] 華などとなる。

[o]の用例は [po] 把、[dzo] 茶などとなる。ローマ字 woは [uo]に対応する。用例は
[kuo] 褂などとなる。
⑤ローマ字 oは [o]、[ɔ]に対応する。[o]の用例は [bo] 杷、[mo] 馬、[p‘o] 怕などと

なる。[ɔ]の用例は [bɔ] 雹、[kɔ] 告、[nɔ] 腦などとなる。ローマ字 hoは、[huo] 花な
どに対応する場合がある。
　ローマ字 ouは [øn]に対応する。用例は [høn] 蝦の 1つとなる。

6．音節の対応
日本語の音節は上海語と比較すれば、数が少ない為、一つのローマ字表記が複数の

上海語の音声に対応するのは特徴である。例えば、ローマ字表記 choが [tɕiɔ] 教交叫 / 
[tɕ‘iɔ] 巧 / [tsiɔ] 蕉椒 / [tɕ‘iok] 曲 / [tɕiok] 菊 / [tɕiøʔ] 橘 / [tɕ‘iøʔ] 缺 / [tɕ‘ɪʔ] 吃の 8つの上
海語音節を表す。なお、一対一の例もある。例えば、[fi]肺啡翡はローマ字表記 fiで
表す。
ローマ字表記が上海語の音節とよりぴったり対応するのが a:[ɑ] 矮阿、ang:[ã] 櫻、

ba:[bɑ] 敗牌罷、bang:[bã] 朋棚碰、be:[be] 陪、bi:[bi] 皮脾卑（啤）枇琵被、bing:[bɪŋ] 病蘋

屏瓶、bo:[bo] 琶杷、bong:[boŋ] 蓬、bu:[bu] 葡婆捕簿蒲部、da:[dɑ] 大、de:[de] 台臺枱

檯代兌、de:[de] 台、di:[di] 地弟蹄隸、ding:[dɪŋ] 蜓錠定停、dong:[doŋ] 童銅桶筒桐動、
dyo:[diɔ] 調條、fi:[fi] 肺啡翡、fong:[foŋ] 風封、ga:[gɑ] 茄、ha:[hɑ] 蟹、he:[he] 海、hong: 
[hoŋ] 烘、i:[i] 醫 衣 意 椅、jyo:[dʑiɔ] 橋、ka:[k‘ɑ] 揩 咖 快、kang:[k‘ã] 坑、ke:[k‘e] 開 1、
kong:[k‘oŋ] 孔空恐、ku

︵
o:[kuo] 瓜、kwo:[kuo] 褂、ma:[mɑ] 媽買賣慢 2 （媽）、me:[me] 美梅

妹 媒 煤 每 / [mæn] 美 （蠻）慢 萬 / [men] 滿 饅 鰻、mi:[mi] 米 迷 味 眉 / [mien] 棉 綿 面 麵、
myo:[miɔ] 廟、na:[nɑ] 艿奶那 （哪）、na:[nɑ] 奶㑚、ne:[nen] 南拿 / [ȵiæn] 念 （廿） / [næn] 難、
ne:[ȵien] 鯰、ni:[ȵi] 耳 泥 二 兒 尼 蟻 伲 呢 宜 / [ȵien] 年 染 硯、ni

︵
e:[ȵiæn] 廿、no:[nɔ] 腦、

nong:[noŋ] 儂、nu:[nu] 糯、nyang:[ȵiã] 娘讓、nyong:[ȵioŋ] 絨、nyo:[ȵiɔ] 饒、o:[ɔ] 鴉、ong: 
[oŋ] 翁、pe:[p‘æn] 攀 / [p‘e] 胚配、pi:[p‘i] 屁譬披批 / [p‘ien] 片騙、ping:[p‘ɪŋ] 拼、pu:[p‘u]
浦、pyo:[p‘iɔ] 票、sa:[sɑ] 撒啥、sang:[sã] 生笙、se:[sæn] 山、se:[se] 舢碎 / [sen] 扇 / [sæn]
三山衫傘、song:[soŋ] 宋送淞松、su:[su] 蘇囌 （嗉） 數鎖溯、shang:[ɕiã] 鄉香向響、shi:[ɕi]
喜戲稀、sho:[ɕiɔ] 曉、shong:[ɕioŋ] 胸兄兇、ta:[t‘ɑ] 太、tang:[tã] 打、te:[t‘æn] 灘攤毯炭 / 
[t‘e] 推退、ti:[t‘i] 體嚏梯剃屜 / [t‘ien] 天、ting:[t‘ɪŋ] 聽廳、to:[t‘ɔ] 套討、tong:[t‘oŋ] 通痛

統、tsua:[ts‘ɑ] 差、tsu
︵
ang:[ts‘ã] 廠、tsu

︵
e:[ts‘e] 菜 / [ts‘en] 川喘 / [ts‘æn] 鏟、tyo:[t‘iɔ] 跳、

u:[u] 烏、u:[u] 污、we:[ue] 回匯胃惠圍為蝟 / [uen] 換完 / [uæn] 還 /、ya:[iɑ] 呀、yo:[iɔ] 要、
za:[dzɑ] 柴 / [zɑ] 豺、zang:[dzã] 塲場長丈常、ze:[dze] 財裁在儕 / [zen] 船蠶鱔然 / [dzæn]
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站棧賺など（237字、82音節）であり、全音節の 36%となり、約三分の一に占める。

7．ローマ字表記の音声性質
本論文は『活用上海語』におけるローマ字表記の音声研究に通し、編纂者大川與朔
のローマ字表記の特徴、又は二十世紀 20年代の上海語の音声情況を究明した。
『活用上海語』の前に出版された日本人向けの上海語学習書 13）は基本的に仮名注音
を使用した。大川與朔は始めてローマ字表記を使って、更に補助符号や日本語より豊
富なローマ字表記を新創し、上海語音声の対応性をかなり高めた。
音声の対応について、日本語にない声調と入声韻尾に表記がないことは残念だが、
他の上海語音声の特徴は大川與朔がきちんと注意しながら表記した。特に重要な点は
中古時代〝見系字〟と〝精組字〟の細音類対応にある。
1）『活用上海語』の〝見系字〟細音類（硬口蓋前音 [tɕ]・[tɕ‘]・[ɕ]・[dʑ]）と対応す
るのはローマ字 ch、sh、j（後部歯茎音 [tʃ]、[ʃ]、[dʒ]）である。これらの字の声母 [k]・
[k‘]・[x]・[g]は後ろの狭母音 [i、y]の影響を受け、口蓋化が生じ、硬口蓋前音 [tɕ]・
[tɕ‘]・[ɕ]・[dʑ]に変化したため、発音部位で見れば、日本語の後部歯茎音と中国語の
硬口蓋前音は近く、対応が良いと考えられる。
2）『活用上海語』に〝精組字〟（歯茎音 [ts]・[ts‘]・[s]・[z]・[dz]）と対応するのはロー
マ字 ch、sh、s、z、jであり、それらの用例は三種類に分けられる。一つは錢乃榮
（2014）〝各时期音系发展对照表〟のように二十世紀 60年代から、漸く硬口蓋前音

[tɕ]・[tɕ‘]・[ɕ]・[dʑ]に合併したもので、[tsi] （姉） / [tsiɑ] （姐借） / [tsiã] （醬漿將摪） / 
[tsien] （剪煎籤牋） / [tsɪŋ] （進精晶津井睛） / [tsiɔ] （蕉椒） / [tsiɤ] （酒） / [tsɪʔ] （鲫） と [ts‘i] 
（妻） / [ts‘y] （蛆） / [ts‘iã] （槍搶） / [ts‘ien] （千韆） / [ts‘ɪŋ] （青清親請蜻） / [ts‘iɤ] （秋鞦鰍） / 
[ts‘iɑk] （雀鹊） / [ts‘ɪʔ] （七漆） と [zien] （前旋） / [zɪŋ] （靜淨尋） / [ziã] （象橡像匠蔷） / [zɪʔ] 
（蓆） / [dzi] （臍齊） / [dzien] （錢） / [dziɤ] （就鷲） / [dzɪŋ] （巡情） / [dzɪʔ] （疾） と [si] （西細

洗死圾壻） / [siɑ] （瀉寫） / [siɔ] （小簫笑銷） / [siã] （相箱想） / [sien] （先仙線） / [sɪʔ] （息雪

錫鱈） の 80例となる。もう一つは硬口蓋前音 [tɕ]・[tɕ‘]・[ɕ]と発音するもので、[tɕ‘i] 
（且） の 1例となる。もう一つは今まで相変わらず歯茎音 [ts]・[ts‘]・[s]・[z]・[dz]と
発音するもので、[tsi] （左） / [tsɔ] （糟） / [tsøn] （鑚） / [tsɔ]̃ （臟） と [zɿ] （寺自字） / [zu] （坐

座） / [ze] （裁） / [zɔ] （造皂） / [zen] （蠶） / [zʌŋ] （曾） / [zɔʔ] （鑿） / [zeʔ] （賊雜） と [dzɿ] 
（磁） / [dze] （財裁在） / [dzoŋ] （從） の 22例となる。
以上の統計によって、『活用上海語』は二十世紀 20年代に出版されたため、前述第
一類字は当時〝精組字〟の音声変化はまだ発生していなかったと分かる。これらの字

13） 『活用上海語』（1924）の前に出版された日本人向けの上海語学習書は御幡雅文『滬語便商』
（1892）、『滬語津梁』（1900）や杉江房造『上海語独案内』（1904）、林通世『贏滬雙舌』（1914）
などがある。
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は「精組細音字」類に属し、現代上海語では「見系細音字」が口蓋化した後、同様に
口蓋化が発生し、「尖団不分」になったが、『活用上海語』時代にはまだ起きていない
と証明された。〝精組細音字〟の「且」は一例口蓋化対応したが例外となる。『活用上
海語』における [tsi] （左） / [tsɔ] （糟） / [tsøn] （鑚） / [tsɔ]̃ （臟） など 22例は「精組洪音字」
類であり、声母の発音は変化なしと分かる。
錢乃榮（2014）が整理した〝各时期音系发展对照表〟により、二十世紀初期の上海
語音系は変化期にある。『活用上海語』のローマ字表記に通して、それらの変化も幾
つかが見える。
①　趙元任（1928：82）が述べた〝舊派 ‘h(u)，f ’ 常混〟という現象は『活用上海語』
にも見える。
ローマ字 j、z、s、shと [dz]、[z]、[dʑ]の対応。錢乃榮（2014：78）は [dz]、[z]に
ついて〝上海方言的声母中原来也有 dz 辅音，在 19 世纪中叶到后叶渐渐向 z 声母合并，

到 20 世纪前叶大致完成归并。〟と述べている。つまり、『活用上海語』が出版した時に、
[dz]はもう [z]に合併し、[dz]、[z]をローマ字 zで表記するのは正しいと考える。そ
して、Shanghai Vernacular Chinese-English Dictionary （1900） には jで [dʑ]を表記に対
して、『活用上海語』にも同じように殆ど [dʑ]をローマ字 jで表記し、対応性が良い
と考える。また、ローマ字 s、shで表記するのは [dʑɤ] （虬）、[zien] （旋）、[zeʔ] （日）、
[zʌŋ] （城）、[zo] （昨）、[zɿ] （是自）、[zø] （隨）、[zɤ] （壽）、[zi/dzi] （齊）、[zien] （前） と
なる。これらの発音は、ネイティブとしてもきちんと無気音で発声するのは難しいた
め、気流を少し流すのは発音に楽だと考え、編纂者の工夫が見える。
②　母音表記と〝中古咸山攝字〟の対応。二十世紀 20年代から、〝中古咸山攝字〟

は全て母音化したので、『活用上海語』に普通の母音 e、i、uなどで表記するのは当
時の音声変化を反映している。
『活用上海語』は二十世紀 20年代で出版され、ちょうど上海語の音声が大いに変化
する時代に重なる。当時の上海語音声はどのような情況であるのか、この本は非常に
良い参考になる。編纂者大川與朔に関する詳しい資料はまだ見つかっていないが、こ
の著作を通して、大川與朔は音声学のレベルが高いことが実感できた。
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